
新型コロナウイルス感染症拡大の対策として、大学の授業が対面で実施しづらくなってきた。米国では大学封鎖の

動きが強まる中、ハーバード大学、コロンビア大学など主要大学で講義をオンラインに切り替えると発表。日本では

2001年からメディア授業として、テレビ会議などによる「同時双方向型」、インターネットによる「オンデマンド型」

の遠隔授業が124単位の中で60単位認められている。今、このような教育制度を最大限活用して、教室に教員と学生

が対面しなくてもネットを介して学び合うことが可能となっている。講義型・アクティブラーニング型の授業など多

くの授業にICTを用いた遠隔授業への移行が必然となりつつある。他方、オンライン授業を始めるには学生のパソコ

ン等端末の準備、学生の通信料負担、大学にLMS（ラーニング・マネジメントシステム）の整備、教員の情報技術研

修体制の整備など課題もある。

これを機会に大学全体でオンライン授業に切り替えていく高度な教学判断が急がれる。そのような状況に鑑み、オ

ンライン授業とは何か、どのような環境と支援スタッフが必要か、どのような授業ができるのか、どのように教材を

作り、議論させることができるのか、学修成果の評価をどのように考えればよいのか、教員の教育技術研修の支援な

どの取組みの紹介を通じて理解が深められ、多くの授業がICTを活用したオンラインによる遠隔授業に切り替えられ、

学生本位の学修が実現されることを期待している。
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１．はじめに
毎年３月には恒例の卒業式風景もなく、４月恒

例の入学式も実施されない形で2020年度が始まり

ました。大学に通って通常の授業が受けられない

という非常事態における授業運営の対応策として、

最先端のICTツールや既存の学内ICTサービスを駆

使し、授業担当教員と受講生を繋いで大学教育の

持続可能性を担保しようという動きが各大学で始

まっています。

そういった取組みの中で一例として、大規模私

立大学である本学の取組み（３月から５月前半ま

での２ヶ月半の期間）をふりかえり、報告いたし

ます。各大学で現在も非常時の授業展開で試行錯

誤されている教職員の参考になればと執筆しまし

た。

学内の各部署が協力し合い、オンライン授業化

を進めている状況で、すべてにおいてうまくいっ

ている訳ではありません。非常時の対策として時

間をかけ議論し企画したことが、意図した方向性

とは異なる受け取られ方をされたり、混乱を招い

たり、間違った情報が広まったりして、仕切り直

しをしたりすることも多々あり、支援を担う各部

署の連携がうまくいかないこともありました。非

常事態の緊急措置の発案から、実施のプロセスで
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対面授業からオンライン授業
切り替えの取組み

想定されるであろうことがらをできる限り共有し

たいと思います。

２．オンライン授業を実施する授業規模
と期間
本学は13学部からなり、全学生数30,452人、教

員（専任教員：802人、非常勤：1,486人）により、

一学年度１万８千ほどの科目をカリキュラムとして

教育展開しています。データ資料は（https://www.

kansai-u.ac.jp/global/guide/）、（https://www.kansai-

u.ac.jp/data/）によります。

その他、非常事態宣言以前の状況について記し

ておきます。学内にはインフォメーションシステ

ム（ポータル）を通して、学内各部署からのお知

らせ、教務情報、シラバス情報、履修情報、時間

割情報、授業情報等のサービスをPCおよびスマー

トフォン対応で提供していました。教員と受講生

の間の連絡には、インフォメーションシステム内

の講義連絡サービスおよび関大LMS内のタイムラ

イン（メッセージ機能）により授業についての情

報が伝わる仕組みが稼働していました。例年講義

連絡サービスの教員利用率はほぼ100％ですが、

関大LMSを活用した授業展開については、８割程

度の教員がログインはしているものの実質的な授



業での併用利用率は２、３割程度であり

ました。また、2019年度より全学でBYOD

を推奨し、各学部のDP-CPを反映したICT

化による教育の質保証、ｅユニバーシテ

ィー構想による「学の実化」を展開しつ

つありました。新入生の新規のPC購入率

は、２割程度の留まっています（既に高

校生の頃からPCを所有している、自宅に

あるといった学生は除きます）。

３月の半ば頃を過ぎて、予定していた

入学式行事が中止になることを受け、４

月からの授業展開について企画を始めま

した。新学期開始から２週間は全学で休

講とし、オンラインでの授業開始を４月

20日からに設定しました。４月１日から

のオンライン授業化にむけての教員研修開始がで

きるように、３月中は他大学のオンライン化にむ

けての進捗情報の収集や研修プログラム内容の決

定、研修資料の作成、研修講師陣との摺り合わせ、

ICTツールごとの役割分担等を行いました。

当初は50名収容の会議室に数カ所の臨時窓口を

設定し、直接面接型で対応していましたが、研修

参加者が益々増加したことと非常事態宣言により

学内への入構禁止となり、Zoomによるオンライン

研修に変更して研修を行いました。毎週３回程度

の頻度でオンライン授業化研修を続け、４月末に

は受講する先生方も大分減ってきましたが、ゴー

ルデンウィークに入って春学期はすべてオンライ

ン授業で行う決定がなされ、オンライン授業の実

施と並行して、オンライン授業化研修を継続する

ことになりました。この変更により、教室内で行

う筆記式の定期試験が一切できなくなり、授業シ

ラバス内の授業評価方法の変更が必要になりまし

た。オンライン授業化の経緯の詳細については、

下記の４．（２）をご覧下さい。

３．オンライン授業の内容と実施状況
（１）講義中心の授業をオンライン化

本学は５月１日に春学期は原則オンライン授業

となることを正式に決定しました（本学では遠隔

授業としていますが、本稿ではオンライン授業と

表記します）。オンライン授業では単に印刷資料の

送付だけで授業を完結させるのではなく、毎回の

フィードバックを行うことが求められます。

具体的には、図１のように、「①リアルタイムの

オンライン授業：Web会議システム（Zoom 等）を

活用し、配信される講義や双方向の議論をとおし

て学び、小テストや課題提出による理解度確認や

質疑応答、学生同士の意見交換等を行う授業」（同

期型）、「②オンデマンド配信の授業：学生は講義

動画やナレーション付き講義資料を視聴し、小テ
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ストや課題提出による理解度確認や質疑応答、学

生同士の意見交換等を行う授業」（非同期型）、「③

教材提示による授業：スライド資料など教材とし

て学び、小テストや課題提出による理解度確認や

質疑応答、学生同士の意見交換等を行う授業」(非

同期型)という３つの型が提示されました。

これらは組み合わせて実施することもでき、大

学からは一方向的な授業にならないよう配慮する

ようにとの指針が出されました[1]（図２参照）。

本節では実際にどういった形でオンライン授業

が実施されたのかについて以下に事例を示します。

� 講義科目におけるオンライン化
例として、メディア教育論（担当岩﨑千晶）を

取り上げます。メディア教育論では、オンデマン

ド配信の授業とリアルタイム配信の授業を組み合

わせた授業を実施しています。受講生が約40名い

るため、第１〜５回までの授業はシステムエラー

を避けるために、Zoomのレコーディング機能を活

用し、講義映像とPowerPointをあわせて視聴でき

る映像を制作し、オンデマンド配信をしました。

また視聴した内容に関する課題としてミニレポー

トや掲示板での意見交換を課しました。例えば、

図２　同期型・非同期型の組み合わせ例

図１　オンライン授業の分類
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� 実験・実習のオンライン化
理工系の学部科目での実験・実習は、オンライ

ン授業化で一番苦戦するところです。学内の実

験・実習施設を使った実験・実習の授業は、実験

室内での実験器材や実験器具を使って身につけた

専門知識を基盤として五感を使い、メタ認知能力

を育成しながら知識や経験を豊かにするための学

修の大事な局面となります。ただし、大学側が入

構禁止にしている以上は学内の実験室や実習室は

使えないことになります。実験・実習担当者は代

替案を期待していますが、現状では不可能に近い

状態です。ICT技術的にはテレメディシン（遠隔医

療）やバーチャルシミュレーションによる外科手

術実習のような医療用ICT環境も存在しますが、非

常時になったからといって即座に理工系の実験・

実習プログラムのために開発し、導入できる訳で

はありません。このような事情から、本学では、

コロナウィルスが終息して学生が大学に通って授

業が受けられるようになるまでは当面の間、実

験・実習は延期という措置が敷かれています。春

学期の後半部分で実施できないかという案が出て

いますが、未だ検討中です。

学外で行う実習では、地域社会でのフィールド

ワーク、フィールドスタディが伴うため、中止し

ています。フィールドとなる地域社会に既にネッ

トワークがある場合には、現地で協力者に依頼し、

オンラインでのヒアリング調査等の質的調査が可

能となります。これには担当教員によるこれまで

の信頼関係の構築が前提となり、事前準備が必要

になってきます。新規で実施するフィールドワー

クやフィールドスタディのオンライン化は困難で

あると言えるでしょう。

また、体育（スポーツ実技）の授業は、基本的

には、実技中心からビデオ視聴を含めたオンライ

ンでの講義形式の授業に変更して開講していくこ

とになっています。

� グループ討議のオンライン化
アクティブラーニングの導入が推奨され、グル

ープワークを取り入れる授業は増加しています。

例えば、初年次教育では学生同士にグループを組

ませて、グループで調査学修をし、プレゼンテー

ションをすることやディベート等が実施されてい

ます。

ここでは全学共通教養科目として開講されてい

る初年次教育「スタディスキルゼミ（プレゼンテ

ーション）（担当教員：岩﨑千晶）」を事例に詳述し
ます。本授業ではスピーチをしたり、グループで

調査活動をし、その結果を発表したりします。授

業では、まず関大LMSに慣れるために、会議室機

能を使って自己紹介をし、ライティングラボのオ

第３回目の授業では、ICT教育の基礎や教員に求め

られるICT指導力についての講義を実施し、「ICTを

活用すれば教育が良くなるのか」や、これまでに

受講したICTを活用した授業」について意見を提示

する課題を示しました。教員やTAは掲示板に寄せ

られた意見に対するフィードバックを適宜行いま

した。学生から寄せられた掲示板の意見に対し、

教員は翌週の講義映像でフィードバックをしまし

た。しかし、この方法だけでは学生の顔が見えて

こず、レポート課題や掲示板での意見交換だけで

学生が十分に理解や満足をしており、きめ細かな

学修支援ができているのかについて担当教員とし

て疑問がわきました。また、掲示板に質問を書く

ように伝えても、数多くは寄せられませんでした。

そこで、第６回目からはZoomを活用したリアル

タイムでのオンライン授業を適宜導入していく予

定にしています（図３参照）。

図３　オンライン授業の要、コミュニケーション

これまでの授業に対する質問、学生同士の意見

交換をする機会を設け、共に学び合う機会を構築

したいと考えています。このようにオンデマンド

配信を実施し、それに対するフィードバックや意

見交換をリアルタイムの授業で実施するという方

法を組み合わせることで、教員による一方向的な

授業ではなく、学生が主体的に考える授業実践の

場を確保する授業を実践しています。図４にポイ

ントをまとめてみました。

図４　主体的な授業実践の場
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ンライン講座を受講するようにしてZoomへの接続

や利用方法を確認しておくよう事前課題を出しま

した。

遠隔講義が決定されてからは、Zoomを使ってリ

アルタイムで授業をしています。はじめてのリア

ルタイムでの授業ではZoomの接続を確認するため

に授業開始10分前からZoomのミーティングルーム

をあけ、授業が始まるとZoomの音声を確認するた

めに出席をとりました。その際、グループで学ぶ

ことの重要性や相手の顔を見て話し合うことの大

切さについて述べ、ビデオカメラに顔を出すこと

について理解を得ました。比較的受講生が24名定

員と限られた人数での演習であったため、全員が

映像を公開する形で授業を始めました。その後、

簡単な自己紹介や近況を報告しあいました。

オリエンテーション後は、２分間スピーチの原

稿作成を始めました。例年、本授業ではスピーチ

のイメージを掴むために、学生スタッフであるLA

（Learning Assistant）が実際にスピーチを行います。

今回もLAを共同ホストに設定し、スピーチを披露

し、授業を終えました。授業後の課題は関大LMS

に提示されたワークシートに基づき、２分間スピ

ーチの原稿を考え、関大LMSの掲示板に投稿する

ことでした。

翌週の授業では、２分間スピーチの寄せられた

原稿をグループに分かれてコメントをしあうピア

レビューを行いました。これはZoomのブレイクア

ウトルーム機能を利用しました。Zoomの機能を使

えば自動的にグループの割り振りをしてくれます。

初めて会う学生同士ですから、場の雰囲気を和ま

せるために、アイスブレイクをしてから、ピアレ

ビューを行うようにしました。ピアレビューに関

しても、「相手の原稿を見てどの部分が主張、理由、

根拠・具体例、再主張なのかを確認すること」と、

「自分が気がついたことを述べる」ように指示しま

した。具体的にコメントする内容を提示すること

と、学生自身の気づきを大切にするように配慮し

ました。学生たちは、関大LMSに掲載されている

２分間スピーチの原稿にコメントをしあいました。

グループワークを終えた後は、また一斉に授業を

受けるのですが、その際に「どこがよかったのか、

どこを改善すべきか」について数名が発表しまし

た。

授業終わりの10分間は質問時間としました。普

段は隣席に座っている友人に聞けばすぐに済む問

題が今回はそうはいきません。特に本講義は初年

次生を中心としているため、聞きたいことがあっ

ても聞く友人や機会がないのです。そこで最後の

10分間は再びグループで質問を出し合い、各自で

解決し合うようにしています。それでもわからな

かったことがあれば、教員に質問するよう指示し

ています。

また受講生は自分で原稿を完成させると、ライ

ティングラボでオンラインチュータリングを受け

て、原稿をよりよくするための学修支援に取組む

ことになっています。何度も原稿を見直すことで

よりよい論理的なスピーチやプレゼンテーション

ができることを目指します。このようにオンライ

ンの討議に加えて、オンラインチュータリングな

ども取り入れ、初年次生のアカデミックスキルの

育成に取組んでいます。

� ゼミのオンライン化
ゼミ形式の授業は担当教員とゼミの学生、およ

び、ゼミ学生間のディスカッションによるインタ

ラクションが極めて高い集中度の授業形態です。

非常時のゼミ形式の授業では、同期・非同期の学

修環境下で、いつでもゼミ員が同じページで学

び・研究を進めているという意識づくりが肝心と

なります。

同期の学修環境では、Zoom等のウェビナーツー

ルを使うことで、ゼミ担当教員からのe-Lectureや

ディスカッションが可能です。ゼミ学生が多い場

合には、ブレイクアウトルーム機能を使い、テー

マごとにグループ分けをしてディスカッションを

行い、その後、全体で共有、まとめをすることも

できます。録画機能もあるので、やむを得ず欠席

したゼミ学生も時間差はあるものの、ビデオを視

聴することでゼミに参加が可能になります。Zoom

のようなウェビナーツールはスマートフォンから

でも参加が可能です。ゼミ授業の前後の時間帯で

は、ゼミ学生同士がLINE等のSNSサービスでグル

ープを作り、容易にビデオ会議もできます。

非同期の学修環境下では、LMS内の掲示板（デ

ィスカッション）機能やWiki機能を使い、研究テ

ーマごとに議論もできますし、ポートフォリオ機

能を使い、卒業論文作成までのプロセスと成果物

を可視化することもできます。クラウドサービス

でも様々なサービスがありますが、ゼミ員一人ひ

とりの学びと成長のプロセスの情報をゼミ学生と

担当教員しかアクセスできないLMSのような安全

なところに一元管理しておくことに注意していま

す。

４．オンライン授業の環境と支援体制
質の高いオンライン授業を実施するためには、

ハード面としてのICT環境に加えて、教員や学生を

対象としたソフト面での支援体制が求められます。

本節では、ハード面・ソフト面での支援に関して

本学の取組みを具体的に提示します。
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（１）LMS、Zoom、Office365等を活用したオン

ライン授業におけるハード面の整備

本学はLMS、Office365、Dropbox、講義映像配信

システムを授業のサポートツールとして従来より

導入していましたので、ICTのシステム環境は概ね

整備されていたと言えます。４月20日以降オンラ

イン授業を実施する際は、原則として関大LMSを

活用した授業を実施することになりましたが、双

方向・リアルタイムで授業をするツールは導入さ

れておりませんでした。そこで、Zoom Education

Siteライセンスを法人契約し、現在は全教員がアカ

ウントを保有し、リアルタイムで遠隔講義を実施

する環境を構築しました。

遠隔講義で主に利用されている関大LMSは資料

提示、テスト、掲示板、レポート提出等の基本的

な機能を備えています。しかし、映像を添付する

容量は限られているため、Dropbox（50M）や

Office365のOneDrive（1T）に映像をアップロード

し、ダウンロードができないような設定を施し、

関大LMSにそのリンクを掲載する形で映像を公開

しました。

このように「①リアルタイムのオンライン授業」

や「②オンデマンド配信授業」に関してはZoomや

撮影した映像を関大LMSに提示する方法を使って

授業が実施されています。そして「③教材提示に

よる授業」に関しては、関大LMSやDropboxに資料

を提示するなどして授業を実施する必要がありま

す。「３．オンライン授業の内容と実施状況」で提

示した通り、教員はいくつかのシステムを組み合

わせた授業デザインを行っています。

（２）教員の教材作成環境の整備と支援体制

３月中旬以降、４月以降の授業はオンラインで

実施される可能性が高まってきたため、教育推進

部教育開発支援センターの教員を中心にFDセミナ

ーを企画し、教員がオンライン授業を設計する際

の支援計画を立て始めました。もちろん、従来よ

り関大LMS等のシステムは導入されていたため、

その利用セミナーは実施していました。しかし、

あくまでもこれらのシステムは授業の補助ツール

という認識であったために、多くの教員が操作方

法に精通しているとは言い切れませんでした。そ

こで、４月１日から関大LMSを利用するにあたっ

てのFD相談会を開催しました。

まず１週目（４月１日〜７日）は「教員の不安

を取り除く」をテーマに個別相談会とセミナー

（担当：山本敏幸、岩﨑千晶、多田泰紘）を対面で
実施しました。教員３名、職員２名体制で対応し

ました。最初の２日間は個別相談の体制をとって

いましたが、相談数が急増したため、Zoomによる

セミナー形式と個別相談のセッションを設ける形

に変更しました。セミナーでは、「オンライン授業

設計の基礎基本」、「関大のシステムを使ったオン

ライン授業の設計」、「関大のシステムの操作方法」

の３つをテーマに講演をしました。セミナーは録

画し、ホームぺージで配信を行い、個別相談では、

セミナーを視聴した人が参加できるようにしまし

た。この際、外国人教師にも対応するため、

English Sessionも設けました。English Sessionには

本学商学部や国際部の教員も参加し、外国人教員

をサポートしました。

２週目（４月８日から４月12日）は「教員の不

安を把握し、解決策を準備する」をテーマに、

Zoomを使った授業の体験会の準備、教員対象のア

ンケート調査を実施しました。アンケート調査は

第３週に企画されていたFDセミナーの出欠を尋ね

る目的に加えて、教員からの質問をあらかじめ収

集し、FDセミナーで迅速に対応する目的がありま

した。

並行して、相談会において教員から寄せられた

質問事項で必要性が高いもの（例えば、録画配信

の仕方、著作権、資料のダウンロードを禁じる方

法、Zoom等のシステムの基本的な利用方法等）に

関しては、事務職員がQ&A集やシステムの利用画

面をキャプチャーした操作マニュアルを作成し、

教員が自ら資料を確認して、授業を実施できるよ

うに配慮しました。また職員のアイデアで教員が

自分でZoomへの接続を確認できる場を準備しまし

た。このように２週目は１週目で収集した教員か

らの質問に対して、資料作成やシステムの利用を

確認できる場づくりの準備期間となりました。

３週目（４月13日から４月18日）は「教員が考

える授業を実現するための支援」を実施しました。

この時期はすでに対面でのFDが難しい状況になっ

ていたため、すべてZoomで実施しました。まず

「オンライン授業に関するセミナー（講師：山本敏

幸」（40分）を実施し、個別の相談・質疑応答の場

を設けました（講師：岩﨑千晶・多田泰紘）。13日
は260名程度の参加、15日（English Session）は70

名程度の参加、17日は100名程度の参加がありま

した。18日には15日に解決しなかった教員向けの

English Sessionが行われました。17、18日にZoom

でグループワークをするためのブレイクアウトル

ーム機能を実際に体験するワークも導入して開催

しました。

４週目（４月20日から25日）は「レベルに分け

た課題解決と学生へのサポートの開始」をテーマ

に行いました。初めてLMSを活用する教員向けの

初級・初心者コース、LMSを利用した授業をした

経験がある教員を対象にした中級コースに分けて

FD相談会を週４回実施しました。参加者は各回約

30〜70名程度でした。４週目はある程度参加者の
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数が減少し、質問される内容も共通化してきまし

た。リピーターとして何度も出席される一部の教

員から複雑な操作に関する質問が寄せられました

が、第４週目ということもあり、教員からの問い

合わせは落ち着いてきました。

また20日から本格的にオンライン授業が開始さ

れましたので、学生向けのセミナーも実施（担当

講師：関大LMS三浦、Zoom藤田）しました。次の

（３）で詳述します。

５〜７週目（４月27日〜５月16日）も継続して、

初心者・初級、中級にコース分けをしたFD相談会

を実施しました。４週目で教員からの質問が落ち

着いてきたこともあり、時間を短縮して１時間で

実施しました。

これまでのFDセミナー・相談会は、ICTシステ

ムの操作や、オンラインを活用した授業設計の中

でも教育方法についての相談が主流でした。しか

し、８〜９週目（５月18日〜30日）は「評価方法

について焦点を当てたFD」を実施する予定にして

います。春学期は原則オンライン授業で実施する

ことが正式に決定されると、大学で定期試験をす

ることができなくなり、授業によっては評価の方

法を変更しなければならない科目も出てくること

が想定されました。これらの評価方法についてど

のように対応することが望ましいのかについて、

話し合う場を設ける必要があると教育開発支援セ

ンター長が判断し、FDセミナー・相談会を予定し

ています。

このように、大学から提示された①２週間休講

（３／27提示）、②当面の間オンライン授業を実施

（４／8提示）、③春学期はすべてオンライン授業

（５／１提示）を実施という３回におよぶ指針に基

づいて、それぞれの状況に応じた形で教員の教材

作成環境の整備と支援体制を実施するようにしま

した。

（３）学生が使用するディバイス・通信環境や学生

支援の体制

先述した通り、本学は2019年度よりBYODを推

奨しています。そのため、2019、2020年度に入学

した学生にはあらかじめノートPCやタブレット等

を準備しておくことが推奨されており、生協では

１年生向けにノートPCの販売体制が整備されてい

ました。しかし、納品が間に合わなかった事例や

個人的な事情もあり、スマホを活用して授業を受

けている学生もいます。また大学からはオンライ

ン授業の受講にあたり、各自で必要な機材やイン

ターネット環境を準備しておくように依頼してい

ますが、環境を整えることができなかった学生も

います。そこで、本学ではノートPCの貸出やモバ

イルWi-Fiルーターの提供を実施し始めています。

ノートPCは200台準備して学生の負担軽減を図っ

ています。モバイルWi-Fiルーターは300台用意さ

れており、学生の個人負担は月額2,000円（月間デ

ータ容量20GB）となっています。

さらに学生へのソフト面に関する学修支援とし

ては、オンライン授業の開始に先立って、４月６

日から16日まで毎日30分全23回のライティングラ

ボによる「Zoomで学ぶワンポイント講座（講師：

多田泰紘、藤田里実、岩﨑千晶）」を開講しました[2]。

大学は３月27日の時点で、新学期の最初２週間の

完全休講を決定したため、休講期間の間に学生た

ちが学べる場を提供するために実施しました。ま

た本講座はZoomで講義配信をするため、学生に

Zoomを練習する機会を提供すること、ならびに教

員が講座を視聴できるようにし、Zoomでの授業が

どのようなものであるのかに関するイメージを持

ってもらう狙いもありました。

本学のライティングラボは、学修支援を担う組

織で、①訓練を受けたチューターが学生のレポー

ト・プレゼン等の個別相談に応じること（１回40

分）、②アカデミックスキルに関するワンポイント

講座を実施すること、③大学の授業で、出張講義

をすることを主に実施しています（関西大学ライ

ティングラボ2020）[2]。今回は②のアカデミックス

キルに関するワンポイント講座をオンラインでい

ち早く配信しました。扱ったテーマは、１・２年

生向け「レポートの書き方」、理工系１年生向け

「理工系実験レポートの書き方」、３・４年生向け

「卒論の書き方・プレゼンテーションの実施」で

す。

１・２年生向け「レポートの書き方」は初年次

教育の心構えから始め、基礎的なレポートの書き

方を学ぶことができるコースとしました（表１参

照）。

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第10回

表１　文系１・２年生向けワンポイント講座の内容

講座内容

初年次教育の心構え

ノートテイキング

レポートを書き始める前に

テーマを決めよう

レポートの構成

口頭発表の手法

スライド資料の作り方

レポートにふさわしい表現

引用と参考文献

ライティングラボの活用－文章をより

よくするために－

理工系１年生向け「理工系実験レポートの書き

方」では実験ノートや実験レポートの書き方、並

びに口頭発表の手法について取り扱いました。
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どの取組み、教育理論、学修理論等の成果を基盤

とした人財の育成をミッションとする教育形態の

有力な教育方法と言えます。十分に計画を練って

準備ができ、教育機関のミッションやそれを反映

したカリキュラムを通した教育の質保証を担保す

る教育方法に組み込むことができます。また、そ

こでは教員間および受講生間での利用できるICT機

器の不平等さについて日頃から対処しておくゆと

りもあります。

今回のコロナ対策でのオンライン授業化の経験

を通して学んだことは、これまでの教室内での直

接面接型の授業形態で行ってきた教育の質保証の

仕組みが非常時にはうまく機能しないということ

です。非常時だから当然のことかもしれませんが、

今後はさらに自然災害等でも想定される非常時の

ことも考慮した教育体制についても準備すること

が必要だと考えます。

また、今回のオンライン授業化のプロセスを通

して、これまで教室内での直接面接型の授業しか

してこなかった教員の間にICTを活用した教育形態

でも教育の質向上の工夫ができるのではないかと

いう意識が芽生えてきたことです。さらに、同じ

学部や学科にいても、これまであまり話すことも

なかった教員間に横の繋がりができ、助け合う、

共にオンライン授業化について話し合う、考える

という意識が育まれてきたことです。ごく一部の

非常勤の先生方でオンライン授業化の負担が大き

いため辞退された方もいましたが、これはやむを

得ないことです。

オンライン授業化の今後の課題としてあげられ

ることは、学生がオンライン授業を受けながら主

体的なアクティブ・ラーニングのスキルを身につ

けていけるような学修環境を提供するようにMS

Teamsの利用がオンライン授業化の準備段階で含

められていなかったことです。４月当初から始め

たオンライン授業化に向けた研修はあくまで教員

が対象で、既存の学内のICT環境を利用して、平常

時の授業をオンラインで同期型で再現しようとす

るZoomの機能説明や操作方法、Dropbox（クラウ

ド型ストレージ）や関大LMSで講義ビデオ、授業

資料等を共有する方法についての説明が中心とな

りました。４月20日からオンライン授業が始まり、

教員に対するオンライン授業化に向けた研修が一

旦落ち着くと、そこでやっと学生のためのZoomを

使ったオンライン授業の受け方、インフォメーシ

ョンシステム（学内ポータル）を使った学内情報

の入手方法、関大LMSを使った受講方法について

学生対象の研修が始まりました。

今回の非常時の対応のプロセスを振り返ってみ

ると、学生のための主体的なアクティブ・ラーニ

ングを涵養するオンライン型の授業での学修環境

３・４年生向け「卒論の書き方・プレゼンテーシ

ョンの実施」は、卒論執筆の予定を立てるところ

からスタートし、テーマを考える、アウトライン

を作る、卒論の書き方を扱いました。最後に口頭

発表の仕方やスライド資料の作成方法にも触れま

した。

このセミナーの実施当時はZoomの包括契約が実

施されておりませんでしたが、無償プランを利用

して最大500名まで同時視聴できるようにしまし

た。文系の１・２年生向けの講座は午前に、理工

系の１・２年生、卒論講座は午後に実施しました

が、毎日100名程度の参加がありました。これら

の講座はレコーディングされ、現在はYouTubeや

PDFをライティングラボのホームページで公開し、

他大学からも利用いただけるようにしています。

さらに、４月20日から本格的にオンライン授業

を実施することが決定されてからは関大LMSや

Zoomの操作で戸惑う学生を支援するため、ライテ

ィングラボが新たに「Zoom・関大LMSを学ぶセミ

ナー（担当講師：三浦真琴、藤田里美）」を合計４

回実施しました（５月２週目まで）。いずれも100

名以上の参加がありました。

講座に加えて、ライティングラボではｅラーニ

ング教材や電子教科書「レポートの書き方ガイド」

も関大LMSやDropboxで提供しています。ｅラーニ

ング教材は、動画（５分程度）、資料、小テストで

構成されており、全部で29レッスン公開されてい

ます。これらの教材は、本学の一部の初年次教育

でも活用されています。

以上のような学修支援に加えて、経済的な負担

に対して総額５億円の経済支援に取組んでいくこ

とが決定されております。具体的には、一人暮ら

しの学生に対して５万円の一律金を支給すること、

ならびに関西大学家計急変者給付奨学金制度を拡

充することが決定されています。

５．オンライン授業で期待されると思わ
れる効果と今後の課題
まず明確にしておかなければならないのは、非

常時のオンライン授業化と平常時のオンライン授

業化の区別です。非常時では、オンライン授業は、

平常時の授業形態の緊急代替案にしか過ぎず、教

員側はオンライン授業化に向けた心の準備、効果

的なオンライン授業展開の計画的な工夫、オンラ

イン授業で活用する教育用ICTツールの操作スキル

などがほぼないまま開始されます。使える教育用

ICTツールも既存のシステム、設備、即座に購入可

能なクラウドサービスに限られます。

一方、平常時のオンライン授業は、これまでの

遠隔教育、e-Learning、面接型授業とオンライン授

業を組み合わせたブレンディッド・ラーニングな
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なりましたので、オンライン授業化に向けての研

修資料作成にはとても参考になりました。今後は

平常時のアクティブ・ラーニングのためのICT活用

だけではなく、災害時や非常時におけるICTによる

学修環境の構築・授業展開をテーマとした研究講

習会があってもいいかと思いました。今回のコロ

ナ対策のためのオンライン授業化で様々な問題点

や課題点を克服されてこられた教育関係者の経験

と知恵を集結して、未来の非常事態でも惑わず効

率良く授業運営ができるようなシンクタンクを備

えることができればと考えます。

７．コロナ対策終了後におけるオンライ
ン授業の継続拡大について
本稿で紹介した本学での授業のオンライン化の

事例は、あくまでもコロナ対策の一連の取組みで

あり、災害時や非常時の取組みに他なりません。

これまでに平常時の教育を基にして研究と開発を

重ねてきた通信教育、遠隔教育、e-Learning等の体

制は、今回のような緊急時には多くの教員のオン

ライン授業化に対する心の準備とICTツールの操作

の不安が残り、あまり効力を発揮できませんでし

た。事実、インストラクショナルデザイン理論に

基づいてコンテンツを準備するには、多くの専門

家の手と労力が要ります。このようなやり方では

緊急時には間に合いません。また、これまでの遠

隔教育も平常時に時間的距離・地理的な距離を克

服するために学修者に平等に学ぶ機会を担保する

ものでした。コロナ対策としての授業のオンライ

ン化は、大学側の授業運営についての緊急事態下

の判断で、４月時点では、コロナ終息までに時間

がかからないであろうという期待と、学内の既存

のICT資源とインフラを活用すれば平常時の教室で

の授業運営にしか慣れていない、ICTを十分に活用

していない教職員でも乗り切れるという考えであ

ったからと推測されます。

今回のコロナ対策でのオンライン授業の仕組み

づくりの経験を通して様々なことが教訓となりま

した。非常時には、平常時の教育体制でルーチン

化した授業運営手順、教務手順、業務手順、およ

び、それに基づいたICTインフラが十分に機能しな

いことが見えてきました。いくら教室にWi-Fiを設

置しても、学内への入構禁止時には教室すら使え

ないのです。

また、コロナ対策終了後には、大きく二つの観

点からこれからのオンライン授業の展開について

考えていかねばなりません。高等教育の大事なミ

ッションが教育を通した未来社会に向けての人財

育成とその涵養である以上、欠かせない観点だと

思います。

一つは、今回のような非常事態が再度訪れた際

の提供といった考慮が十分になされていませんで

した。学内の教員、職員はオンライン授業化に向

けての準備で必死になっていましたが、残念なが

ら受講生が担当教員やクラスメイトと一度も顔を

合わせることなく戸惑いながらオンライン授業で

学ぶという心の準備に対して十分な対応ができま

せんでした。今後は大学のミッションに掲げた未

来社会の人財育成のミッションを達成するために、

教室内での直接面接型の授業でも、オンライン授

業で受講生の主体的な学びを涵養できる学修環境

の提供について、授業形態に偏らない教育の質保

証を教員の間でFD活動としてやっていかなければ

ならないと考えます。

６．教員の情報技術支援研修の有無と今後
の考え方（私情協による研修希望など）
ここでは、コロナ対策以前の教員への情報技術

支援研修について述べます。本学ではインフォメ

ーションシステム（ポータル）を活用し、授業担

当教員から受講生への講義連絡、休講・補講連絡

が学内のメールシステムと連携して稼働しており、

ほとんどの教員が利用していました。関大LMSも

2016年度の導入以来、講習会を開催し、講習会を

収録したビデオはオンディマンドで視聴できるよ

うになっています。ここ数年間は各学期に最低１

回程度教員向けの授業でのICT活用を促進するため

のセミナーを開催してきました。コロナ対策以前

の授業形態は大半が教室での直接面接型の授業に

よるものでした。言い換えると、ほとんどの教員

にとっては、コロナ対策のためのオンライン授業

化は、オンライン授業のために必要なICTスキルも

十分ではなく、また、オンライン授業での効率的

な教授方法もなく、なんの心の準備もないままに

スタートしたものでした。

幸いにも、２月26〜27日の２日間、筆者は追手

門学院大学、総持寺キャンパスで行われた公益社

団法人私立大学情報教育協会、FD情報技術講習会

運営委員会から2019年度のFDのための情報技術研

究講習会に参加する機会を得ました。これは、平

常時のアクティブ・ラーニングを涵養するための

ICTを活用した学修環境構築に向けて、他大学や社

会の有識者達と協働で考えていこうという趣旨の

講習会でした。様々なハンズオンのワークショッ

プを通して、Google FormやGoogle Classroomを活

用した授業展開、クラウドサービスによる様々な

学修用ICTツール、モバイルによる教材作成、PC

を用いた動画教材の作成、学修評価のためのルー

ブリック作成、LMSを授業で活かす工夫などを学

ぶ機会を得ました。

本学では４月１日からオンライン授業化にむけ

てのFD相談会が全学の教員対象に行われる予定に
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に備えた教育体制の工夫・改善があげられます。

今回のコロナ対策では、クラウドサービス（Zoom、

MS Teams等）、オンプレミス型LMSシステム等を

折衷案的に活用して、平常時の授業運営を仮想的

に再現できました。足りないクラウドサービスの

ICT利用ライセンスは臨時購入でなんとか対応がで

きました。しかし、一方で平常時の筆記試験や定

期試験は教室での密集を避けるために止めざるを

得ませんでした。自宅にWi-FiやPCを持たない非

常勤教職員は手持ちのスマートフォンでオンライ

ン授業の準備をするしかありませんでした。

ICTは常に進化していきます。数年後にまた非常

事態が起きたとしても通用するような教育体制の

改善に向けた準備態勢を備えておく必要がありま

す。現時点のICT技術を前提とした非常事態の備え

では、未来の非常事態ではそれは使いものになり

ません。今回の非常事態の中のオンライン授業化

の経験を活かして、これから先に起こるかも知れ

ない非常事態でもきちんと対応ができるような

SOP（標準となる対策運営手順）について、大学

でICTを活用した教育の質保証と持続可能性とその

担保に関わるCIO層は考えておかねばなりません。

二つは、教育者としての学生の心のケアについ

てです。今回のコロナ対策下のオンライン授業化

では学生の身になって状況を見るという余裕がな

く、学生の心のケアが置き去りになっていたこと

です。大学側は教員も含めて、平常時と同様な授

業運営をオンライン化授業で如何にして実現する

かということで精一杯でした。それが、学生にと

っても一番の教育の質保証に違いないとみんなが

信じていました。多くの教員は、オンライン授業

のためのICTスキルアップのため、研修に参加して

Zoomを使った同期型授業展開やLMSを活用した非

同期型授業展開について学び、スキルを身につけ

ることができました。しかし、Zoomを使って授業

をすることは、受講生にとっては平常時の時間割

通りに自宅という授業外の生活空間でヘッドセッ

トをつけてパソコンのスクリーンに向かっている

ということを意味します。不要不急の外出を控え、

限られた生活空間に縛られた状態が続きます。非

常時の授業形態であると頭では分かっていても、

新入生にとっては実感がありません。就職活動を

している学生にとっては授業単位がちゃんと取得

できて卒業できるのだろうかという不安が付きま

といます。

コロナ対策が終了して数年が過ぎ、平常な授業

体制に戻った時に、学生の大学時代の記憶として

何が残っているでしょうか。学生の記憶にオンラ

イン授業期間中の様々なストレスや不安、不満と

いったネガティブな記憶ばかりが残らないように

なればと願います。学生の目線にたって、親身に

なって学生の未来を考慮した情報発信が大学から

タイムリーにしかも分かりやすくなされていれば、

不安やいらいらが多少は解消され、大学時代のネ

ガティブな記憶は緩和されていくのではないでし

ょうか。

今回のコロナ対策の期間中は、先生方の中には

自分自身が担当する授業だけのオンライン授業化

の準備をするだけではなく、時間を惜しまず、学

内の教員の仲間達に頻繁にICTツール操作や授業運

営の勉強会を開催し、参加した先生方は教育の持

続可能性という目標で繋がり、情報共有や相談が

できるようなコミュニティーが自然にできあがり

ました。みんなで助け合って非常時を乗り切ろう

とする草の根的なFD気質が溢れていました。

最後に、緊急時の大学側からの情報発信のチャ

ンネルが分かりやすく且つ明確に確保されている

こと、そのチャンネルを使って、タイムリーに大

学側の意向が伝えられることが、大学の主たるス

テークホルダーである大学生と大学側のコミュニ

ケーションを通した信頼関係の構築・継続ではな

いでしょうか。平常時でも緊急時でも、社会人に

なる前の最後の登竜門としての大学生活の中で、

大学側がミッションに掲げる人財像育成を目指し、

大学生に社会人としてのお手本（ロールモデル）

として示すことが欠けていてはならないと思いま

す。
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